














はじめに 

「燃え上がり現象」(kindling phenomenon)は実験てんかんモデルの 1つとして多方面から

の研究がなされており,その神経機序にはシナプス伝達の長期増強(1ong-term 

potentiation)が関与すると考えられている。長期増強と呼ばれる現象は当初記憶や学習を

研究するパラダイムとして関心がもたれ,解析されたものである 1,2)。その後,rat を用い

た燃え上がり現象の形成中にも,貫通線維から歯状回顆粒細胞へのシナプス伝達に類似の

増強の生ずることが明らかにされた 4,6)。われわれもネコの扁桃体キンドリングの形成過

程において,その遠心路の 1つである扁桃体から側坐核と嗅結節への直接投射,および尾状

核への間接的な投射,とくに後者の多シナプス性伝達に著しい増強の生ずることを明らか

にした 10)。さらに前回の報告において,そのような長期増強を背景に,新線条体がなんら

かのてんかん原性(epi-leptogenicity)を獲得し,発作発展のある段階で刺激反対側への回

旋運動の生ずることを解析した 11〕。 

「燃え上がり現象」が Goddard ら 5)により報告される前に,すでに DcIgado と SevilIano3)

はネコの海馬刺激により類似の現象を観察している。さらに彼らは発作が発展する過程で

扁桃体に海馬とは独立のリズムの後発射(rcactive afterdischarge あるいは self ｰ

sustaincddischarge)が出現すること,それに伴い咀しゃく様運動などの口周の自動運動の

現われることを報告した。すなわち,刺激点である海馬から離れた扁桃体が二次的なてんか

ん原性を獲得したことを意味する。 

今回の報告は扁桃体キンドリソグの発展過程において,扁桃体の遠心路の 1 つである内嗅

領を経て歯状回に至る系路がどのようなシナプス伝達の増強をきたすかを明らかにし,さ

らにその変化を背景に海馬体にどのような機能的な変化が生ずるかを生理学的に追究する

ことを目的とする。 


